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日本に「カフェ放送」を導入�
　大阪で、「カフェ放送」と名づけられた

活動を実践し、広めている人たちがいる。�

　「カフェ放送」とは、短編のビデオ作

品を一般やプロから募り、１時間程度に

つないで喫茶店やカフェバーなどで上

映会を開催。上映後、店のオーナーや

制作者、スタッフに一般客らも加わり、

作品について自由に話し合う場を持つ

活動。狙いは、「市民による地域情報

の発信」で、その仕掛け人が「映像発

信てれれ」代表者で「カフェ放送てれれ」

などを主宰する下之坊修子さんである。�

　下之坊さんによると、カフェ放送のヒ

ントとなったのは、フランスはパリのカフ

ェで行われているビデオ作品の上映会

だ。０１年に市民メディアの研究者たちの

ヨーロッパ視察に同行した際、体験したも

のだが、「あちらのカフェはお酒が出る

のですが、広い店内にたくさんのテレビ

モニターが置いてあって、ファッショナブ

ルなデモの様子を写した作品からアー

ト作品までを、お酒を飲みながら楽しん

でいるんです」。�

　当時、ビデオ映像の発表の仕方を模

索していた下之坊さんは、パリでの体験

を日本に導入することになる。日本初の

「カフェ放送」が大阪でスタートしたのは、

ヨーロッパ視察から２年後。ビデオ制作

者は小学生から大学生、７０代、８０代の

高齢者まで幅広く、テーマも子どもの表

情を追ったものからドキュメンタリーまで

さまざま。「たとえば、バリアフリーをテーマ

に従来は主に健常者が撮っていたも

のを、車椅子利用の身体障害者が町

に出て撮るんです」。それが、「自分た

ちが言いたいことを自分たちで撮る」

ことになり、また上映会が、「人と人とが

映像を通じて交流し情報を発信する

拠点になる」のである。�

◇ 講座受け″ビデオ漬け人生″◇�

　大阪は南河内で生まれ育った。ビデ

オ映像との出会いは、離婚の前後に通

ったウーマンズスクールでのビデオ講

座だった。「カメラを手段に、工夫しな

がら自分の思いを表現することのおも

しろさと、完成した作品に共感してくれ

る人がいて、自分だけの問題ではなく

他人にも通じる問題だと確認できる魅力」

のとりことなる。ちなみに、初期のテーマ

は「離婚」だった。�

　以降は、″ビデオ漬け人生″と言って

も過言ではない。女性問題をテーマと

する映像制作グループ「ビデオ工房

AKAME」での活動。また就職先でも

ビデオオペレーターとして編集業務を

担当する一方で、ビデオ講座の講師も。

０３年には、「あなたの町の喫茶店でビ

デオ制作」をセミタイトルに「カフェ放送

てれれ　ビデオ講座」（主催・大阪市

立総合生涯学習センター）も成功させ

ている。�

　今年１月、「カフェ放送てれれ」と、ケ

ーブルＴＶで作品を紹介する「市民チ

ャンネルてれれ」を２本柱に、「ビデオ工

房ＡＫＡＭＥ」から独立。来年１月には

市内に新しい事務所兼スタジオをオー

プンさせる。�

　上映会は現在も市内のほか、尼崎市

や名古屋市などで行われているが、７

月には東住吉区と鹿児島市のギャラリ

ーでも開催される予定で、下之坊さん

は「アマ・プロを問わず作品を募集中。

気軽に問い合わせていただければ」と

呼びかけている。�

（文・脇本勤／表紙写真　高島悠介）�

1950年、大阪府河内長野市生まれ。府立富田林高校を
卒業し、21歳で結婚。91年、ウーマンズスクールで「ビデオ
講座」受講。93年、講座修了生で映像制作グループ
「ビデオ工房AKAME」を設立。翌94年から02年まで
府立女性総合センターの非常勤職員。この間、山形国際
ドキュメンタリー映画祭や全州国際映画祭（韓国）など
に出品。一方03年には「カフェ放送てれれ」を開始。
今年１月、独立して新組織の「映像発信てれれ」を立
ち上げるなど活動中。�

「映像発信てれれ」代表�

下之坊 修子�さん�
し も の ぼ う �

2003年10月　クレオ大阪北にて「カフェ放送てれれ」上映（写真提供：下之坊�さん）�
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「映像発信てれれ」のＵＲＬはhttp://www.terere.jp/
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